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【 ひしのみ音頭 】（群馬菱の実会イメージソング）                            

「これから音頭」（作詞：荒木良治 作曲・歌：大泉逸郎）の替え歌です。 
篠崎辰夫さんによる替え歌の作詞です。群馬菱の実会のイメージソングとし
て歌って頂ければ幸いです。 

「ひしのみ音頭」のカラオケ動画は、スマホで、 

右の「ＱＲコード」をかざしてご覧ください。 

 

 

 

 

群馬菱の実会･機関紙（年 4 回発行） 

菱の実会ホームページにカラオケの動画を掲載しています。 
歌唱指導をご希望の方は、カラオケ愛好会にご連絡ください。 

連絡先：境野賢治 ☎0276-52-4499 

2020-10-1 （１） 

 
紙面版:令和 2 年 10 月号 ＜愛好会成績や写真等は、下記ホームページに掲載＞ 

ネット版: http://www.hishinomi-gunma.sakura.ne.jp/~hishimig/ 

１．あれは 昭和の ３４年 

会社設立 船出する 

そして 幾多の苦難を こえて 

よくぞここまで これたもの 

まだまだ人生 これからだ 

「ひしのみ音頭」で  

すこやかに すこやかに 

 
２．ヒット商品 数々あれど 

ふとん乾燥機 生みの親 

そして ファンヒーター エコキュート 

あとはまかせた たのみます 

まだまだ人生 これからだ 

「ひしのみ音頭」で 

すこやかに すこやかに 

３．みんな楽しく 愛好会で 

カラオケ パソコン ハイキング 

ゴルフ 麻雀 一泊旅行 

そして余生を のんびりと 

まだまだ人生 これからだ 

「ひしのみ音頭」で 

すこやかに すこやかに 

４．喜寿も米寿も 白寿も無事に 

あかるく 楽しく 生きようよ 

ながい人生 落ちこぼれずに 

よくぞここまで これたもの 

人生１００年 これからだ 

「ひしのみ音頭」で 

すこやかに すこやかに 



 
  

（２） 

令和２年８月１２日（水）に大間々ゴルフク
ラブに於いて第９７回菱の実会ゴルフ大会を
実施しました。 
  新型コロナウイルスは群馬県も太田市もな
かなか落ち着かない中コロナウイルスの対策
をして感染の発生を出さないように配慮して
のゴルフコンペでした。 

【愛好会活動状況】   
第９７回菱の実会ゴルフ大会 

第９４回菱の実会秋季グラウンド・ゴルフ大会 

 又、前日は伊勢崎市で４０℃を超える猛烈な暑さとなり当日も３５℃を超える猛暑日の予報でさ
らに午後は雷雨の予報で最後まで出来るか心配でしたが、大間々ゴルフクラブは標高が高いだけ若
干涼しく高原の爽やかな風を感じながらのスタートでした、午後は途中で雷雲が出て来てゴロゴロ
と雷が鳴りだしまいたが雨に降られることもなく全員無事にホールアウトすることが出来ました。 
 今回は最初の予定では２１名の参加でしたが最終的に１６名のコンペになりました。 
結果は竹沢宏さんが４回目の優勝をしました、 
また、萩原十四夫さんがエイジシュートを達成しました。 
 皆様のご協力に心より感謝申し上げます。 
  次回の大会は‘２０年１０月１日（木）に予定します。（城山カントリー俱楽部） 

 

 

 令和２年９月１４日（月）に利根グラウンド･ゴルフ大会を１１名（男８・女３）の参加で行わ
れました。 
 新型コロナウイルス感染防止として、マスク着用及び検温報告を実施しての大会ではありました
が、利根グラウンド･ゴルフ場は木陰が多い為か「暑い⇒暑い⇒暑い・・・」の声がいつもより一
寸小さいかな～？？と幹事としては、ほっとする。 
 大会はハンディ制とし、あかぎ･はるな＜休息＞金山･利根川の４コース（３２ホール）で熱戦が
繰りひろげられました。 
 結果は、１打１個・２打１０個を出し更にハンディを生かした髙橋文子さんが久々の女性優勝と
なりました。（次回大会は、ハンディが－３⇒０） 
今後の予定：例会（参加賞有･無料）１０/１９（月）＊１１/１６（月）＊３/２２（月） 
第９５回冬季大会（参加費３００円）R３/２/１５（月）※１２＆１月は冬休み 
問合せ･申込先：GG 幹事 髙橋 豊 携帯 ０９０－８８４６－２０７９（SMS 可） 

  

◎大会時の特別ルールあり （４コース３２ホール） 
１．ハンディ付加採用（４コース）          ２．菱の実会会員様へのお願い 
 ①女性初参加者には―４付加              GG 愛好会の会員が高齢者となり車運転に不安 
 ②入賞者３人は次回各大会よりハンディ付加       を感じるなどから例会＆大会への参加者が少な 
  優 勝 ３打                    い活動状況となっています。 
  準優勝 ２打                     ついては、会員様の家族も一緒に参加できれ 

３ 位 １打                    ばより楽しいと思いますので一緒のご参加を 
  ※次大会スコアに付加される             宜しくお願いします。 

※累計＋ハンディは毎年４月にハンディ見直し有 
（１／２を目安とする） 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦後 75 年                                             若宮 優 

武漢を発祥とするウイルスが大きな広がりを見せ、他出もはばかられる暮らしが続いた。不自由な暮

らしだが、反面今の暮らしを見つめ直すきっかけにもなった。私は昭和 22 年の生まれだが、私共は

多くの場合親や祖父が戦争経験者の世代で、仮に少し先輩で戦中に生まれた人でも、自身が当

事者として戦った人はいない。いわば「戦争を知らない世代」である。私共は先の大戦が大きな間

違いを犯した結果で、あの戦争を起こしたことに強く反省すべきだと教わってきた。その背景には財

閥と軍部の癒着があり、軍が暴発したという筋書きであった。しかし近年戦後長い年月を経て、アメ

リカの戦時・戦後間もない公文書が公開され明らかになったことがある。その研究によれば、日本軍

は敗れはしたが極めて勇敢に戦った結果、アメリカは真に日本の復活を恐れ、徹底的にその国民

性を「矯める」努力をしたらしい。その典型が我が国憲法に定める自衛の目的ですら武力の行使を

禁止するという規定である。そして当時国際法違反であった原爆ですら、落とされた日本人が悪い

と思わせる自虐史観ともいうべきものを植え付けた。その成果は私共の親がまだ世間の中核にいた

子供時代には、祝日には街の角角には日の丸が掲揚されていたが、長ずるにつれその景色はなく

なった。「日本国」という国を意識するようなものは何でも忌避されるようになったのである。あまつさ

え今では作り事だとわかっている「慰安婦」なるものをでっちあげられて、本当にあったことのように

思わされるような素地までできた。私共は教育のためだとはいえ、「日本」という国に対しては極めて

無関心に放置してきた。それは「国家」というものに対し無防備になり、その結果がどんなに約束し

ても平気で反故にする韓国の無法を許し、我が国の領土を侵そうとする中国の振る舞いを助長す

ることになったのである。 

今年我が国で教育を受け、中国共産党と戦い事実上の独立を保った台湾の偉人李登輝氏が亡く

なった。氏は「日本人は覚醒しなさい」と何度も勇気づけてくれていた。李登輝氏がそういうのは日

清戦争後の台湾統治をきちんと評価し、その時学ばれた「日本精神」を尊いと思ってくれているから

である。私共もこの一区切りとなる時に改めて日本という国がどうあるべきかを考えるいい機会では

ないかと思う。我が日本が誇れる国であってほしい。       

【会員投稿】 
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祝・長寿  （ 令和２年 8 月～12 月度 ） 

菱寿（８５歳） 

9 月：斎藤 昂様、高橋 正晨様 

10 月：富宇賀 昇様 

11 月：加藤 勝司様 

 

喜寿（７７歳） 

8 月：山田 好一様、倉林 孝夫様 

9 月：石関 武司様、小倉 文男様 

10 月：葛西 松範様、田口 勝也様、塚越 修子様、 

塚越 記子様 

11 月：長谷川 正男様 

12 月：二宮 平太郎様、関根 詔三様 
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紙面版菱の実会だよりの次回発行は令和 3 年１月１日の予定です。 

なお、菱の実会ホームページは、毎月１日に更新・発行しています。 

（ネット会員へメールで毎月ご案内） 
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